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平成 26年仁泉会定期評議員会・総会開催のご案内

　平成 26 年定期総会並定期評議員会を母校にて開催いたします。
　同窓生が一堂に会し、同窓会の現状を審議するのは総会のみであります。万障お繰り
合わせの上、ご出席くださいますようご案内申し上げます。次号に出欠はがき（委任
状）を同封いたしますので、ご返送お願いいたします。評議員・支部長の先生方には別
途評議員会のご案内をお送りいたします。
 大阪医科大学仁泉会理事長　河野公一

日時：平成 26 年 5月25日㈰午後 2 時 評議員会　午後 3時 総会　午後 5時 懇親会
場所：母校　歴史資料館３階　懇親会場：母校地下食堂　高槻市大学町 2番 7号
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平成 25年度
卒業証書・学位記授与式

　今年の卒業式・学位記授与式は平成

26 年 3 月 7 日（金）午前 10 時より高槻

現代劇場大ホールにて行なわれました。

　まず、第 1部として 63 期の医学部 95

名と学部 1期生となる看護学部 85 名の

合同卒業式が行なわれました。学長の告

辞に続き、来賓代表として仁泉会河野理

事長の祝辞、在校生送辞、卒業生答辞が

述べられ、医学部学長賞、看護学部学長

賞、学長特別賞の褒賞授与が行なわれま

した。

　第 2部の学位記授与式は各学部に分か

れて執り行われ、医学部長が卒業者全員

に卒業証書を餞の言葉とともに手渡し、

式辞を述べられました。その後、教育機

構長賞及び仁泉会理事長賞の表彰、恒例

のスライドショーが行なわれ、滞りなく

第 63 回卒業式が終了しました。

　尚、今年の仁泉会理事長賞は藤井裕子

さんが受賞されました。

　以下にご挨拶要旨を掲載いたします。

学長告辞

 大阪医科大学学長　竹中　洋

　大阪医科大学医学部医学科第 63 期生

95 名並びに、看護学部看護学科第 1 期

生 85 名の皆さんご卒業おめでとうござ

います。また、ご父兄の皆様、心よりご

子息、ご令嬢のご卒業をお慶び申し上げ

ます。大阪医科大学にとりまして、卒業

式は大変重要な学事でございます。関西

医科大学学長山下敏夫先生始め、ご列席

頂いておりますご来賓の皆様に教員並び

に卒業生を代表して御礼申し上げます。

　中山国際交流センターにおける学生交

流事業で現在本学において研修中のタイ

国マヒドン医科大学と韓国カソリック大

学の学生の皆様をご紹介致します。

Now, I would like to introduce our 

guest students of Mahidol University 

from Thailand and Catholic University 

from Korea,

Thank you for your attendance at our 

graduation ceremony of Osaka Medical 

College on this memorabl day.

　平成 25 年度のこの卒業式は本学に

とって歴史的な卒業式であります。1927

年の建学後一貫して単科医科大学であっ

た大阪医科大学は、ここに看護学部第 1

期生を社会に送り出し、名実共に医療系

複合大学となりました。両学部で日々研

鑽を積まれ、無事本日を迎えられた卒業

生の皆様の努力と頑張りに大学を代表し

て敬意を表したいと思います。

　さて、卒業生の皆さんが本学で過ごさ

れた 4年ないし 6年間を大学の出来事と

して振り返ってみたいと思います。教育

についての最大の挑戦は平成 22 年 4 月

の看護学部の立ち上げでした。卒業生の

皆さんは両学部でクラブ活動を円滑に運

営する為に大変なエネルギーを使われま

した。又、医学部学生として 4回生の時

に西日本医学部総合体育大会を主管され

ました。一人の熱中症や事故もなく無
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事に終了できたことは幹部学年として皆

さんの誇りでもあり大学の名誉でもあり

ます。教学体制としては新しい入学生と

教員を迎え、大学協議会が設置され、両

学部の重要な課題や教育の問題、具体的

な学生支援の方法が月に一度話し合われ、

両学部の教授会で審議されました。病院

長選挙や学長選挙並びに図書館長選挙に

ついても見直しが行われています。医学

部学生と看護学部学生が同じ視点で「学

ぶ課題と学ぶ場所」を共有する医看融合

教育は、教員の努力と学生の評価によっ

て、この 3年間着実に進歩をしています。

数年のうちに大輪の花を咲かせる予定で

す。また、昨年 10 月には大学基準協会

の再審を受けましたが、教育方法や手法

についての評価は大変高く、基準に適合

しているとの評価が内定しています。

　研究については両学部の研究テーマの

相互確認からスタートした、研究知財の

学内公開は、「研究シーズ集」の発刊ま

で進み、学官産連携推進の為の基盤整備

が整えられました。この延長線上で医学

部では経産省の課題解決型医療機器開発

や独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構のヒト応用研究など公的外部資

金が導入できました。看護学部でも近畿

経済産業局総合特区調整費で新たな看護

師の医行為を正確に行う超音波装置の研

究費が獲得されています。従来の文部科

学省科研費や厚労省科研費・班研究以外

の新しい研究費の流れは、平成 27 年度

からは新しい独立法人化へ立法措置が進

んでいます。本学は着実にこの分野での
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研究費獲得に努めています。

　これらの教育や研究についての内容

は、卒業生の皆さんにとっては余り興味

を持っていなかったことかも知れません。

しかし、本学にとって学生の皆さんが第

1の宝だとすると、これらの教育的努力

や研究成果は大学の評価を確実にする教

職員を中心とした第 2第 3の宝です。大

学も皆さんと一緒に成長してきたことを

確認することが出来ます。

　さて、卒業後は 4月から医療人として

新たなスタート地点に立たれます。ここ

で近未来の日本の医療について幾つかの

基礎的データをお話ししたいと思います。

平成 24 年の国立社会保障・人口問題研

究所の資料によれば、本日卒業される皆

さんが、医師或は看護師として将来の道

を定められるであろう 10 年後の 2025 年、

我が国の人口は 1億 2000 万人程度にな

ると予想されています。この 10 年程で

約 800 万人の人口減少が起ります。将に

大阪府の 90％の住民が日本から消える

ことを想像できますでしょうか？　　

　大阪府ではこの間、超高齢者が約 60

万人増えると予想されています。高齢者

医療の特性は「多くの慢性疾患を抱えた

代謝能力の低い患者さん」と対面するこ

とになります。障害と言えないまでも、

視力低下や難聴が常に存在し、運動制限

や摂食制限も認められます。高齢者の移

動範囲は限られ、家族の同意や援助も望

めない環境の人達が、皆さんを頼りにさ

れるのです。その様な少子超高齢社会は

それ以後 2035 年のピークまで続きます。
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その時皆さんは 50 歳に近く、経験 25 年

の医療人として我が国の医療を牽引され

ていると思います。如何なる専門分野を

選ばれても、医療や福祉では超高齢者対

策が課題であり問題となることは間違い

ありません。

　再生医療が爆発的に進歩し、遺伝子医

療が多くの恵みをもたらしたとしても、

生命体としてのヒトの寿命は 120 歳位と

考えられています。インフルエンザウイ

ルスが地球から消滅するとも考えられま

せん。温暖化でマラリアが日本で流行す

るとも考えられています。食事や喫煙、

飲酒等の外部因子が予防医学的に制御さ

れても、放射線障害や紫外線障害は増加

する可能性があります。事実、東日本大

震災をみても汚染水すらコントロールで

きないことが知られています。従って、

医学がこのままライフサイエンスとして

発展しても、病気や老いのない世界の到

来は夢であって、現実は「医療人は多く

の高齢の患者さんに対応してその日を過

ごす」職業であると予想されます。医看

融合教育の成熟を掲げ、大阪医科大学は

医学・医療の世界で新たな挑戦を続ける

ことを卒業生の皆様と確認をしたいと

思っています。皆さんは社会情勢の情報

を貪欲に吸収し、本学の理念である「如

何なる地域でも最良の医療人である」こ

とを目指して下さい。

　私は、何時の時代も医療人の基本的な

考え方は、「目の前の病める人達に「最

新の正しい、事実に基づいた医学・看護

学知識」と「それを使うことが出来る医

療技術」、加えて「信頼される人格」を

兼ね備え診療と看護に携ることと思って

います。本学は現在、90 周年、100 周年

を目指して、附属病院の新棟建築などの

事業が計画されています。卒業生の皆さ

んは礎を築かれた大阪医科大学に今後も

大きな関心を持ち続けて下さい。最後に

皆様が我が国の医学並びに看護学或は医

療並びに福祉の担い手として成長を続け

られることが、本学教職員の究極の願い

であることを申し上げ、医学部医学科第

63 期生、看護学部看護学科第 1 期生の

旅立ちに際しての学長告辞と致します。

祝　辞

 一般社団法人大阪医科大学仁泉会理事長

 大阪医科大学名誉教授　河野公一

　第63期医学部学生の皆様、第1期看護

学部学生の皆様、本日はご卒業まことに

おめでとうございます。また本日ご臨席

いただいております、ご両親をはじめご

家族の皆様には感慨ひとしおのことと存

じます。心からお慶び申し上げます。さ

らに本日まで卒業生の皆様をご指導され、

薫陶を賜りました本学教職員並びに関係

各位に対しましても、お祝いとともに厚

く御礼申し上げます。

　医学部卒業生の皆様は本日から、大阪

医科大学仁泉会（すなわち同窓会）会員

であります。本法人は 1927 年創立の大

阪高等医学専門学校および大阪医科大学

卒業生で構成され、医学部 63 期の皆様

95 名を新たに加えますと 9,031 名を数え

ます。

　看護学部 1期生の皆様には大阪医科大

学卒業生として、願わくは近い将来仁泉

会員と共にご活躍していただくことをご
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期待申し上げます。

　仁泉会の活動は会員の福利厚生を主た

る目的として、情報共有のための定期的

な会員名簿や会報の発行、同期会や全

国・海外での支部会開催の援助、本学医

学部学生への奨学金貸与、学園祭や西医

体への支援、本学教員をはじめ仁泉会員

が主催する全国的な学会への助成など

様々な分野に及んでいます。

　卒業生の皆様にはぜひその趣旨をご理

解いただき、これらの活動を支えてくだ

さい。

　さて卒業生の皆様は、今日から大阪医

科大学で学んだ医学や看護学における知

識をベースに更なる研修を経て、医療・

教育・研究の道を歩まれることになりま

すが、その目標はただ一点にあります。

それは「生の尊厳」であります。私の尊

敬する先人の一人ウイリアム・オスラー

博士（彼は米国ジョンス・ホプキンス大

学医学部を創設した人ですが）は患者を

自身の家族と同じように心から愛し、大

切にする、「人道主義の心」を医学の中

に導入した最初の医師であります。

　また現在政情が不安定なことでも知ら

れる、ウクライナで 1854 年に勃発した

クリミア戦争に従軍し、敵味方分け隔て

なく傷病兵の介護を行い、今日の看護制

度の礎を築いた、「白衣の天使」ことフ

ロレンス・ナイチンゲールはロンドンの

セント・トマス病院に世界に先駆けて

「人道・博愛・生の尊厳」を掲げて看護

師養成校を創設しました。

　卒業生の皆様のこれから進む道は多様

であり、それぞれの場で積まれる経験や

知識が新たな医学や看護学の進歩に、ま

たこれら先人の説く「生の尊厳」につな

がるものと信じています。

　あらためまして、卒業生の皆様の前

途を祝福しますとともに、ご家族の弥

栄（いやさか）をご祈念申し上げまして、

お祝いの言葉といたします。

平成 25年度医学部 
学位記授与式

 大阪医科大学医学部長　竹中　洋

　医学部医学科第 63 期生の卒業生の皆

様、改めてご卒業おめでとうございます。

皆さんが本学に入学された後に重ねられ

た勉学への努力、それを支えられたご家

族の皆様の尽きぬ愛情に心から敬意を表

したいと思います。また、ご列席の来賓

各位に本学医学部を代表して厚く御礼申

し上げます。

　学長としての卒業生への告辞は先の看

護学部との卒業式で申し上げましたので、

ここでは医学部長としてお祝いと医師の

河野公一理事長
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先輩としてお願いの言葉を申し上げます。

　私の趣味は読書です。ざっと年間に

100 冊程度の乱読で 50 年以上続いてい

ます。最近読み切った本の中に、文部科

学省が発刊している「私たちの道徳」が

あります。小学校 1－ 2 年生用から、3

－ 4 年生、5－ 6 年生、そして中学生用

の構成になっています。

　勿論「国が道徳を説くのか」について

は論議があることを承知しています。ま

た、どちらかと言えば個人的には問題が

あるとも思っています。しかし、この道

徳の教本の内容を詳細に見てみますと心

に残る書物でした。

　小学校 1 － 2 年生で「いのちを大切

に」の章があります。そこでは「どのよ

うなときに生きていることを感じます

か？」と言う質問があり、読者は答えを

求められています。皆さんはどのような

ときに生きていることを実感されてい

ますか。教材として、「生きることって

素晴らしい」の項に、先日亡くなられた

やなせたかしさんの「手のひらを、太陽

に」が挙げられています。最初のアンパ

ンマンは自己犠牲のキャラクターでした。

　私たちの道徳 3－ 4 年生では、「生き

ている、一生懸命生きている」の章があ

り、いのちある限り生きるとして、5年

半の闘病の後なくなった小学校 4年生宮

越由貴奈さんの詩が紹介されています。

院内学級で詠まれたものです。全文をご

紹介できませんが、「だから、私は命が

疲れたと言うまで、精いっぱい生きよ

う」で終わっています。私たちは精いっ

ぱい生きているでしょうか？

　5－ 6 年生では「命を愛おしんで」の

章があり、自分の命を見つめてみようと

言う問いかけに答えなければなりません。

また、かけがえのない命の項では東日本

大震災に出会った田老地区の中学生の作

文が紹介され、校歌に「防波堤を仰ぎ見

よ、試練の津波幾度ぞ、乗り越えたてし

吾が郷土、父祖の偉業や跡つかん」と唄

われていたことが示されています。災害

の歴史は繰り返し、また、残念ながら忘

れられることが示されています。自然の

脅威が多くの命を奪うことを忘れてはな

らないでしょう。このように、小学校の

私たちの道徳では「市民として或は人と

して命の大切さ」に気づくことが主体と

なっています。

　しかし、中学生の教本では少し変わり、

多くの医学・医療に携わった偉人の言葉

が引用されています。幕末に適塾を主催

し、大阪蘭学の牽引者であった緒方洪庵

は、「人の命を救い、人々の苦しみを和

らげる以外に考えることは何も無い」と

述べています。皆さんにも大変馴染み深

いノーベル医学賞の山中伸也京都大学教

藤井裕子さん
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授の言葉をご紹介します。「医師になっ

たからには、最後に人の役に立って死に

たいと思っています」で、先の緒方洪庵

と同じ臨床医の視点が色濃く示されてい

ます。また、慶応大学医学部の創始者で

ある北里柴三郎の教えも紹介されていま

す。「研究ばかりしていては駄目だ、そ

れがどうすれば社会に役立つか考えろ」、

今流に言えば「大学の知的財産を社会還

元せよ」でしょうか。

　さて、皆さんは、学生時代或は今まで

どのように命を思い、病める人たちに接

してこられたでしょうか。卒業後更なる

医学・医療の研鑽を積まれることを期待

していますが、忘れてはならないことは、

これからは患者さんお一人お一人が皆さ

んの教科書であり、先生です。どうぞ、

患者さんやそのご家族に、尊敬の念と感

謝の気持ちを持って日々の臨床や研究に

精進して頂きたいと思います。もう一つ

のお願いですが、是非、本で活字を読ん

で下さい。読了後、何か感想を簡単な言

葉で記して下さい。読書はきっと皆さん

の精神と想像力を豊かにしてくれること

と思います。

　命について何時も思いを馳せて頂くこ

と、社会に役立つ医療を心掛けて頂くこ

とを祈念して、医学部長の医学部医学科

第 63 期生を贈る言葉と致します。

第 63回　卒業生氏名

青木邦江 足立健太郎 阿部　節 

網岡　慶 在田稔章 飯塚　理 

石谷　貴 井手本尚子 橋村（岩崎）朋 

卜部馨介 江口大樹 大西　俊 

岡田有紀 長田直祥 片山美里 

加藤綾華 金岡秀晃 金光拓也 

河合弘幸 河合裕美子 河野猛嗣 

河村佑太朗 神部浩輔 近藤千沙 

佐藤登朗 四方　宏 城　玲央奈 

杉多嗣之 鈴木悠介 関根一臣 

孫　麗香 髙岡大介 髙木麻衣 
滝　功一郎 滝本かきの 田代　温 

辰巳賀泰 田中宏典 谷　賢一 

田端康人 玉置有美子 爲永由貴 

寺嶋　謙 出目　尚 鄧　傑之 

東堂まりえ 十倉大輔 中田庸介 

中山小百合 中山奈々 半井絢子 

長江亮太 名倉宏高 夏目大知 

仁木晃大 西内　維 西村時紘 

野村祐輝 野呂恵起 橋村弘毅 

橋本匡彦 長谷川幸世 服部礼佳 

濵口真里 引石惇仁 廣瀬仁士 

枇椰雄太朗 藤井裕子 藤岡健人 

藤岡慎平 藤澤貴信 藤田将司 

藤田正紘 藤野紗和香 本田武史 

増田裕一 松尾知彦 松本明子 

三木晶森 光藤詩織 南方信久 

南　景子 森本貴子 森本有姫 

安岡貴之 安川俊樹 山口　歩 

山崎智己 山田真規 山本果奈 

山本圭以 横川　愛 吉迫祐太 

渡邊　陽 和田将輝

 （以上 95 名）
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仁泉会大阪府連新年理事会報告

　仁泉会大阪府連は平成 26 年 2 月 15 日

（土）、帝国ホテル大阪 24 階「なだ万」

にて、佐藤会長以下 7名の参加で新年理

事会を開催した。佐藤会長の挨拶で始ま

り、まず物故者 5名の方への黙祷がされ、

平成 26 年 2 月 8 日（土）母校新講義実

習棟 4階「特別応接室」で開かれた本部

理事会の報告がされました。平成 25 年

11 月 17 日三重県支部総会の件、平成 25

年 11 月 30 日岡山県支部総会の件、平

成 25 年 11 月 30 日リッツカールトン大

阪で行われた「第 24 回全国私立医科大

学同窓会連絡会」の件が報告事項として、

協議事項として平成 26 年度学会助成申

請の件、平成 26 年 3 月 29 日愛知県支部

総会の件、平成 26 年 7 月 6 日奈良県支

部総会の件、平成 26 年 3 月 8 日第一ホ

テル東京にて行われる仁泉会関東地区懇

談会の件などが報告されました。

　大阪府連理事会の協議では、平成 26

年 5 月 10 日（土）ホテルグランヴィア

大阪で行われる支部長会次第（案）が報

告、平成 26 年度予算（案）、事業計画

（案）は特に異議なく承認された。ラマ

ダホテル大阪で行われていた理事会会場

の移動の件が今後の懸案事項とされた。

　理事会終了後、佐藤会長のご発声で懇

親会が始まり、7名と参加者は少なかっ

たが楽しく話題豊富に和気藹々盛会のう

ちにお開きとなった。

 広報担当　学 25 期　中　　透
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仁泉会神戸支部　新年会

　平成 26 年 1 月 25 日、例年通り 1月の

最終土曜日に、三宮の中華料理「良友

（Liang You）」で開かれました。夕方か

ら小雨が降る天気の中、例年同様の 35

名が出席されました。

　まず、会長の安藤嗣彦先生の挨拶と仁

泉会本部報告があり、今年は仁泉会関東

支部を立ち上げ、支部総会を新橋で行い

たいとのお話でした。その他、初参加の

先生方の紹介があり、引き続き前会長の

日下孝明先生の乾杯発声で会が始まりま

した。

　各テーブルで地元華僑の伝統的料理

である名物火鍋を囲んで話が盛り上が

り、そのまま自然と順次スピーチへと突

入。健康問題や自院のコマーシャル等の

営業も交え、相変わらずの和気あいあい

ぶりでした。最後に雨の玄関先で集合写

真を撮影して、その後はお決まりのコー

ス（？）へと続いて行きました。

出席者（敬称略）

渡辺信治（学 9）　江原英彦（学 11）　

中堀秀雄（学 11）　藤原弘久（学 13）　

福永　晶（学 14）　日下孝明（学 16）　

佐々木義信（学 16）　北村純司（学 19）　

安藤嗣彦（学 20）　川島吉永（学 20）　

岩越一彦（学 22）　西田靖彦（学 22）　

森　義孝（学 22）　石原一秀（学 23）　

近藤敬一郎（学 23）　飯塚信行（学 24）　

森本義康（学 24）　植坂俊郎（学 27）　

木村純平（学 27）　小高正裕（学 28）　

浪方典宏（学 29）　増井裕嗣（学 29）　

森松伸一（学 29）　岡林孝直（学 30）　

木村文敏（学 30）　郡山俊昭（学 30）　

高井　豊（学 30）　米田　豊（学 30）　

岡本恭行（学 32）　越智　豊（学 32）　

波多腰正隆（学 32）　白　鴻成（学 36）　

中本博士（学 39）　松本逸平（学 42）　

池原伸直（学 46）　 以上 35 名

 文責　中本博士（学 39）
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卒後 15周年記念 47 期同窓会

　2週連続で大雪をもたらした南岸低気

圧のために、飛行機や新幹線、在来線に

も影響が及ぶ中、ヒルトン大阪にて、丸

一みどり先生のお世話で卒後 15 周年を

記念する 47 期同窓会を開催しました。

　5 年前の卒後 10 周年記念の同窓会で

は 42 名の参加がありましたが、15 年目

で果たして何人が集まるのか、連絡が取

れるのかと不安ではありました。IT が

発達した今日、ソーシャルネットワー

ク（SNS）がその威力を遺憾なく発揮し、

仁泉会を通じての案内と融合して 50 名

の参加を得ました。また、80 余名の先

生方からの出欠の返事を得たことで同期

の絆の強さを実感しました。

　それぞれの立場で責任や重圧が増す中、 

同期と共有できたこの時間はわずかで

あったかもしれませんが、卒後からの歩

みを振り返り、お互いを讃え夢を語り、

これからも一緒に進んで行こうと、みん

なが思えた同窓会だったと思います。

参加者

明瀬光里・朝隈光弘・安倍弘和・内田   

亮・江富朋彦・遠藤由紀子・岡本貴子・

大槻周平・大室智士・岡田　雅・奥田信

昭・糟谷彰宏・金綱規夫・川﨑善子・金

光大石・北原直人・清野智恵子・黒田雄

三・桑田すずえ・齋藤陽子・田淵雅子・

田村滋規・蔡　栄美・辻　雄一郎・鄭   

聡柄・鄭　充康・中部奈美・西原賢太

郎・納田真也・野々口直助・大原裕子・

平岡やよい・藤阪保仁・藤田今日子・藤

田能久・藤本陽子・堀　宏成・本庄正

朋・増田大介・松井雅裕・丸一みどり・

水谷卓雄・峰晴昭仁・宮田静子・向井規

子・森　拓美・柳川哲司・山口敏紀・吉

村静宜・渡部　久

 文責　藤阪保仁（学 47 期）
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会 員 活 動 報 告

　平成 25 年 11 月 16 日、第 52 回神戸眼

科臨床懇話会がANAクラウンホテルに

て開催され、植木麻理先生（学 40 期）

が講演なさいました。その内容が神戸市

医師会報NO. 630 に掲載されましたので、

ご紹介いたします。

　諸先生方の日々の診療の中での体験談

などのご投稿をお待ち申し上げます。

 事務局編集係

講演：チューブシャント手術の光と影

演者： 大阪医科大学感覚機能形態医学  

講座眼科学教室

　　　講師　植木麻理先生

演者　植木麻理先生
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探し物

 ぽん太（学 31 期）
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　2014 年 2 月 16 日（日）付け讀賣新聞

に掲載されました竹中　洋先生（学 23

期）の記事をご紹介いたします。

　全国各地の新聞・冊子等に卒業生に関

する記事が掲載されました節には、新

聞・冊子等原本（印刷手続き後お返しし

ます。）並びに原稿等を事務局宛にお送

りくだされば幸甚に存じます。

 事務局編集係
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リレー  エッセイ

「赤ひげ」先生

 昭和 54 年卒（学 28 期）板野　聡

　私は実家が倉敷にあるため、卒業後す

ぐに岡山大学第一外科に入局しましたが、

縁あって三重県名張市にある寺田病院で、

消化器外科と消化器内視鏡を専門として

勤務しています。こちらに住み始めてす

でに 28 年目に入っており、すっかり三

重県人になっています。さて、今回は、

入学当時に父親から勧められて呼んだ本

を題材にエッセイを書き起こしてみまし

たので、よろしくお願いします。

　お金や名誉には一瞥もくれず、さらに

は自らの健康や命の危険も顧みず、ひた

すら目の前の患者のことを気遣い医療に

邁進する医師のことを、シンボリックに

「赤ひげ」と呼んでいます。また、「最近

の医療崩壊が起こるまでの医療現場は、

赤ひげ的精神を持つ医師達の献身によっ

て支えられてきた」といった使われ方が

され、改めて注目されています。

　この「赤ひげ」と私の出会いは、私

が大阪医大に入学した頃に、父から山

本周五郎氏の「赤ひげ診療譚」（新潮文

庫）を勧められて読んだことに始まりま

す。この文庫の初版は昭和 39 年 10 月発

刊で、その翌年の昭和 40 年には黒沢明

監督により映画「赤ひげ」が製作されて

おり、この映画で一気に「赤ひげ」のイ

メージができあがったものと想像されま

す。

　映画では、三船敏郎氏演じる医長新出

去定（ニイデキョジョウ）と、若き日の

加山雄三氏が演じる医員見習い保本登を

軸にして話が進んでいきます。この小

石川養生所の医長である新出去定先生

が「赤ひげ」と呼ばれ、当時の医政や世

の中の矛盾に挑みつつ己の信じる医療を

行ってゆくのですが、治せない患者を前

に、「医術がもっと進めば変わってくる

かもしれない、だがそれでも、その個躰

のもっている生命力を凌ぐことはできな

いだろう」、「医術などとはいってもなさ

けないものだ、長い年月やっていればい

るほど、医術がなさけないものだという

ことを感ずるばかりだ」とその苦しみを

吐露しています。また、「仁術どころか、

医学はまだ風邪ひとつ満足に治せはしな

い。病因の正しい判断もつかず、ただ患

者の生命力に頼って、もそもそと手さぐ

りをしているだけのことだ」と、医学の

限界を喝破していますが、このことは今

でもそのまま通じることで、作家山本周

五郎氏の慧眼に驚かされることになりま

す。

　こうした台詞の中で、私に「赤ひげ」

先生の存在を強烈に印象付けた台詞があ

ります。それは、「見た眼に効果のあら

われることより、徒労とみられることを

重ねてゆくところに、人間の希望が実る

のではないか。おれは徒労とみえること

に自分を賭ける」というものですが、学

生の頃、深くは判らぬままに憧れ、還暦

を迎えた今になっても、新鮮かつ強烈に

己の生き方を見直させる台詞であり続け

ています。そして、今度は、同業を選ん

だ娘たちに期待を込めて、自分が文庫本

を手渡すことになっています。

　ところで、「赤ひげ」先生が昨今の医
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療事情を知ったとしたら、頭の固い役人

相手に一暴れするのか、はたまた腑抜け

の医者達を張り倒すのか、ちょっと気に

なるところではあります。

　（次回は、医師会関係でお世話になっ

ている伊賀市佐那具病院院長の子日光雄

先輩にお願いしています。）

ご投稿のお願い

　会員相互および母校とのコミュニケーションや情報交換の場として「仁

泉会ニュース」を引き続き利用していただきたいと思っています。会員の

先生方より本誌に対する忌憚のないご意見をいただき、同窓会の活動をさ

らに充実させていきたいと考えています。

　下記の要領にて、多くの会員皆様からの投稿をお願いします。

記

☆　支部会、クラス会、趣味の集会などの案内や報告

☆　「仁泉のひろば」のコーナー：

＊　研究論文の要約（以前に他誌に投稿された内容でも結構です）

＊　随想、紀行、写真、絵画、俳句、短歌、川柳などの趣味や特技

＊　紹介したい店、場所、物など

☆　本誌に取り上げて欲しい話題

　　 字数には制限は設けません。葉書 1枚、便箋 1枚でも結構です。

☆　広告に関して：

　　 会員自身が出される広告は現在 100 字程度まで無料です。内容は、人

材募集、開業場所の紹介、医院承継、ブライダル、趣味の発表会の案

内などです。詳細については事務局までお問合せ下さい。

　　（1頁広告については有料の場合があります。）

　　送付先　〒 569-8686　大阪府高槻市大学町 2番 7号
　　大阪医科大学仁泉会 事務局  TEL 072-682-6166  FAX 072-682-6636
　　e-mail：jimu@jinsenkai.net

　　※原稿は郵送・FAX・e-mail でご送付くださいますようにお願いします。

 事務局　編集係
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医科系大学の職制

 学 4 期　西村　保

　医科系に限らず長い間大学の職制は、

助手、講師、助教授、教授の 4段階のみ

で非常にシンプルであった。しかし最近

では種々な肩書きの付いた教授が増えて

きて混乱しているように思える。そこで

筆者の独断と偏見により、これらの肩書

きの付いた教授を分類してみた。

　そもそも医科系における教授とは大学

に於ける研究、教育、診療の中枢にあって、

学問の進歩に貢献し、医学教育と実地の

診療に全責任を負う職で、講座の長であ

る。講座制とは教授を頂点としたピラ

ミッド型の人員構成をしており、明治初

年にドイツから直輸入された制度である。

　名誉教授は、教授として多年その大学

に勤務し、学術、教育、さらに医学系で

は診療に顕著な功績のあった教授に与え

られる称号である。

　大学院教授とは、一般の大学において

は学部の上に置かれた、より高度の専門

的教育や研究を行い、学士号より上の学

位である修士号、博士号の授与権を持つ

教授である。ただし国立大学医学部や医

科大学では正式には大学院医学研究科教

授と称されている。更に阪大では優れた

業績を上げた教授を特別教授と称し、年

棒も世界的水準としているそうである。

　診療教授とは医科系の大学のみに存在

する教授で、研究、教育、診療に従事す

る講座を持たない教授である。これを相

撲部屋に例えると、○○部屋を主宰する

親方が主任教授であり、診療教授は、そ

れをサポートする部屋付き親方と云って

いいであろう。そして本学では診療教授

を長らく務めて功績のあった者を名誉教

授と同じく功労教授の称号を与えている。

　臨床教授とは、近年医学系の教育制度

が改革され、学生が大学病院以外の病院

で実習が出来るようになった。つまり、

学生に対して卒業に必要な単位を認定す

ることが出来る学外の教授であり、大学

が委嘱する。

　特命、特定、特認教授とは大学によって

呼称はまちまちであるが、特に優れた能力

や高度の専門的技能、または資格を有し、

大学が決める特定の事項についての教育

や研究に従事する者とされている。報酬

は年俸制であるが常勤職より低く設定さ

れており、且つ契約期間が設定されてい

る。いわば契約社員のようなものである。

　特任教授とは大学との直接的な雇用関

係は無く、特定の財団、研究団体、医科

系なら製薬会社などからの研究費によっ

て研究を続ける教授のことである。それ

で一定の成果が上がらなければ打ち切り

となる。

　客員教授とは非常勤講師と同じで、給

与は出講時間によって支払われる、いわ

ばパートタイマーのようなものである。

　併任教授は複数の大学に出講する教授

であるが、医科系大学では殆ど見かけない。

　准教授は以前に本誌で述べたので省略

する。

　昔は教授と云えば雲の上の存在であっ

たが、種々の肩書きの付いた教授の出現

で雲の下の存在となり、ごく身近になっ

た感じがする。
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学歌・ 
「はた崑崙か、ゴビの原……」
 〈其の 2〉

 兵庫支部長　渡辺信治（学 9）

　新年号に、学歌「はた崑崙か……」と

題して投稿した翌日に、12 月号が届き

ました。其の p16 に仁泉会副理事長の

安藤先生（学 20）のリレーエッセイ・

「同窓会活動の現況……」が掲載されて

いました。先生は「支部活動の充実」と

「学歌への愛着心の養成」が重要と強調

されています。

　私は「さすが安藤先生 ! 」と、うれし
くなり「祝杯を挙げねば－」と三宮へ !  
　学歌「はた崑崙か……」〈其の 1〉に

続いて、又また「若き日を惜しみ― ! 」
となってしまいました。

　私の学生時代は、サッカー部活一色で

したが、学歌は常に部活の一部でした。

故高山先生（学 6）、久保田先生（学 7）

故楢原先生（学 8）の歴代主将方々に
「イヤ」と言うほど歌わされました。

　しかし「素晴らしい歌詞、曲」なの

で「イヤ」どころでなく、常に口ずさん

でいたのです。今も「変わり無く」です。

安藤先生は「校歌を歌える教育を」と強

く望んでおられます。私も大賛成です。

　そして私は其の上に「Vories さんと

緒方洪庵の事も御願いしたい」と思って

います。

　私が、Vさんの事を知ったのは、あの

阪神淡路大震災の一年後に、神戸支部の

震災文集を作った時でした。本館ロビー

の旧本館の壁画を掲載しようと写真を撮

りに行き、初めて Vさんの名に接した

のでした。

神戸支部の新年会のスナップ写真　（平成26年1月25日（土）開催）
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　旧本館の解体を残念に思っている私は

「もっと早くVさんを知っていれば」と

悔しい想いを抱いています？

　緒方洪庵は、故緒方重郎先生（高 19）

の祖先なのです。重郎先生と中学・高医

の同窓・同級生が 6～ 7 人と 1年上級・

同窓の萩本猛士先生（高 18）の全員が

御長男で「長男の甚六」の「甚六会」と

名付け、また全員ラグビー部でした。私

の兄の渡辺聰（高 19）も其の一員で、 

神戸塩屋のヴォーリズ建築の我家が、皆

さんの溜り場でした。両親は兵庫の診療

所に住んで居たからです。そんな事で、

私は子供の頃から緒方先生や甚六会の諸

先生方に可愛がって戴いて居たのでした。

　緒方先生が洪庵の御子孫と知ったのは

後々の事でしたが、西本先生（学 5）が

本誌上で私に掛けて戴いた御言葉の通り、

　　「尊敬したな！モウ！」　です。

　「尊敬」と言えば、先生は芸術写真の

　日本を代表する大家でした。

　　「さすがの御血統」です。

〈兵庫支部の活動の充実〉

〈総会と音楽会の開催に就いて〉

　安藤先生のリレーエッセイに「後押

し」された私は、神戸支部新年会の席で

個別に諸先生に伺った所、やはり「兵庫

支部の活動を充実すべき」との御意向が

大多数である事を知りました。

　慎重論も皆無では無かったのですが、

極く極く少数でした。兵庫支部総会は、

従前は、「数年に一度」と言われていま

したが、安藤先生の「支部活動の充実」

との檄と多数の方々の御意向に応えて、

今年からは、毎年の開催に持って行きた
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7 月 18 日がやってくる

 学部 20 期　安藤嗣彦

　さて、私は、この 7月 18 日で古希を

迎えることとなりました。現在の高齢化

社会では、70 歳はほんの通過点にしか

過ぎず、何を今更とお笑いになることで

しょう。しかし、私の誕生した当時の状

況を考えると、いまさらながら、よく古

希を迎えられたと実感する次第です。

　私は、昭和 19 年 7 月 18 日に、現在の

北朝鮮のロシアに近い、日本海に面した

城津という町で、姉二人の末っ子の長男

として生まれました。父は、京城帝国大

学を卒業後、当時の小川外科に入局、医

局長を経た後、この地の日本高周波工業

（陸軍管理下の製鉄工場で従業員約 4000

名）の付属病院の外科医長として勤務し

ていました。当時の北鮮は日本領で統治

は整然と行われていましたが、東南アジ

アや南方諸島では、戦況は日本にとって、

日に日に悪化の一途をたどっていました。

特に南方諸島では、日本の統治領が次々

と連合軍によって陥落されていきました。

サイパン島も激戦の末、アメリカ軍に占

領されてしまいました。

　ここで、サイパン島等の南方諸島につ

いて改めて振り返ってみますと、第一次

世界大戦前、青島（チンタオ）を中心と

した山東半島はドイツ、大連、旅順、満

州等はロシアの支配下にあり、皆さん

ご存知のように、香港は 99 年の借款で

イギリスの統治下にありました。その

後、日露戦争における日本の勝利、第一

次大戦で日本がドイツより青島を奪還し

支那に返還した等の功績もふまえ、日本

いと念じる事としました。

　御理解と御協力を御願い致します。

　又「活動の充実」の一つとして音楽会

の開催を実現したいと考えています。之

は京都支部の先例に見習うもので、8月

23 日（土）に企画中です。

〈Vories さん没後 50 年〉

　上記の音楽会予定の 8 月 23 日（土）

は「Vさん展」（企画中）の会期 3日目

の土曜日なのです。この音楽会は兵庫支

部の主催でその「支部活動の充実」の一

貫としての開催ですが、そこで共催とし

たいサークルがあります。

　其れは「Vさん没後 50 年」の今年に

是非発起したいと念じているサークルで

す。私が以前から提唱して来たもので

「V精神・兄弟サークル」（仮称）です。

学校、同窓会、企業、行政などの団体や、

個人、グループ等々と、幅広いサークル

で、V展、V音楽会、V講演会・ツアー、

懇親会、趣味の会など等を楽しみ「人生

を元気に、楽しく渡ろう」との趣旨です。

　またVさん没後 50 年の今年、宝塚歌

劇団は設立 100 周年を祝っています。其

の団員に、近江兄弟社学園の卒業生が

なって居られます。そこで歌劇団員に出

演を御願い出来ないかとも考えています。

　これらの方々に、Vさん作詞・作曲

の「讃美歌 236 番」や同志社の学制歌を、

またVさん愛唱の日本歌曲などの演奏

を御願いしたいと考えています。

　以上　私の「―若き日を惜しみ―」で
すが宜しく御願い致します。
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は、当時ドイツ領であったビスマルク諸

島の赤道より北の島々を委託統治するこ

ととなったのです。この中で、一番大き

く、政庁があった島がサイパン島でし

た。現在の若者には、サイパン島やグア

ム島は、手軽にいける人気の海外旅行先

で、元々アメリカ領と思っている方も多

く、その歴史を知る人はあまりいません。

ところで、サイパン島は日本本土防衛の

要であったのです。その理由は、もしア

メリカ軍によってサイパン島が陥落すれ

ば。B-29 爆撃機は日本全域の爆撃を終
え、帰還できるからです。従って、サイ

パン島の陥落は、当時の日本国民にとっ

て、筆舌に尽くしがたい大きな出来事で

あったのです。私が誕生した昭和 19 年 

7 月18日は、奇しくもサイパン島が陥落 

したその日であったのです。父は、敗戦

並びに死も覚悟したのでしょう。せめて、

安藤家を長男の私に継いでほしかったの

でしょう。名前を嗣彦と命名しました。

　その後、皆様ご存知のように、日ソ不

可侵条約破棄によるロシアの朝鮮半島へ

の侵攻、日本の敗戦、北朝鮮政府の樹立

等々と外地の邦人にとっては、苦難、恐

怖の日々が始まったのです。父の病院も

北朝鮮政府の管理下におかれ、ロシア軍

の略奪、現地の人の邦人への敵視も加わ

り、大変な苦労があったと聞いておりま

す。私はその頃は幼く、記憶は全くあり

ません。父は、傷病兵や引き揚げ邦人、

病院職員とその家族等の付き添い医師と

して、命からがら引き揚げてきました。

私も、2 歳ながら、姉二人に手を引か

れ、小さなリュックを背負い、必死で歩

いたようです。隊列より遅れると、死に

直面するか、残留孤児になる恐れもあり

ました。引き揚げの途中、私は、ある日

本兵のお世話になるとともにかわいがら

れました。彼は、陸軍中野学校とも関係

のあった兵士で、シベリア送りの列車か

らただ一人脱走したようです。彼は、徳

島の有名な古刹の住職の息子さんで、戦

後、跡取りとなられた彼を、父母も私も

一度訪れ、当時の思い出を語り合ったこ

ともありました。北朝鮮からの最後の引

き揚げ船（その後数年間は船は出なかっ

た）に乗り、昭和 21 年 1 月、無事、佐

世保に上陸しました。引き揚げ船で多く

の方がお亡くなりになり、ご遺体を海に

流し、汽笛とともに、ご冥福をいのった

ようです。本土を目前にして、さぞかし

悔しかったことでしょう。1月の佐世保

はかなり寒いのですが、母は、厳寒の北

朝鮮と比べ、‘春のよう’と言ったよう

です。

　戦争は経験した者しか判りません。

勝った者も、負けた者も、悲惨さのみが

残ります。私の家内も姉、兄を、満州か

らの引き揚げの際、亡くしました。現在

の平和のありがたさを今後も続けられる

よう努力することが大切です。

　父は、平成 13 年に 90 歳目前で亡くな

りました。生前より多くのエッセイや業

績、学術的考察を日本医亊新報、同門会

誌、兵庫県や神戸市の医師会雑誌に投稿

しておりました。亡くなった 2ヶ月後に

120 ページに及ぶ遺稿集を Linden baum

（菩提樹）と名ずけ、自費出版しました。

この中に、私の誕生に関する随筆があり

ました。御一読いただければ幸いです。
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嗣彦君の誕生日と開院記念日（昭 29．8：昭 63．7）を祝して

　 7月 18 日がやって来る
　昭和 19 年、ちょうどこの頃私は北朝鮮の日本海海岸にある城津（じょうしん）
という町の陸軍の管理下にある製鉄工場に所属する病院の外科医長として働いて
いた。内鮮合わせて 4000 人くらいの従業員と一日二交代で、何しろ人命よりも
鉄が優先する時代で、私のところでも 3人の医師と十数人の看護婦で、毎日 150
～ 250 人の外科外来患者を処置するのである。ここの鉄は北朝鮮にある鉄とタン
グステン、ニッケル、モリブデン等を混ぜて造る特殊金属が主体である。しかし、
もうこの頃になると、せっかくできた製品も、船の不足から野積みにされること
も多かった。戦況は次第に不利で、南の島々の玉砕と名誉ある転進がつづいてい
た。この日の朝、私の長男が生まれた。そしてこの日、サイパン島の陥落の大本
営発表があった。ここから発進する B-29 の爆撃機が日本本土を往復できるギリ
ギリの所である。私は多分戦死するであろうと思い、長男には生き残って貰いた
いという意味を含めて、つぐひこと命名した。果たしてサイパン島の飛行場と防
備が完成した昭和 20 年の 3 月から、日本本土の無差別爆撃が開始された。終戦、
抑留、帰国等の苦難に耐えて、家族に一人の落伍者もなく私達が平安な日々が送
れる事は有り難いことである。
　　1990．7．14 注　　昭 29．8　 父親の開業日　
 　　　　昭 63．7　 私の開業日　　
 　　　　イラストは私の姉  　　　
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編　集　後　記

　今月号には、第 63期生卒業式の模様を掲

載いたしました。あらたに95名の同窓生が誕

生しました。このニュースが先生方のお手元

に届くころには、医師国家試験の合格発表も

済んでいます。小筆が受験したころは、4月

最初の土、日に試験が行われ、合否発表は5

月中旬でした。そのため、研修開始は6月か

らと、世間一般の就職とは時期が違っておりま

した。試験場は近畿大学で、当日、4月にして

は気温が低く、隙間風（近畿大学の悪口では

ありませんが）も入ってきて寒かったことを覚

えております。試験終了後、下痢をしてしまい

した。緊張していたからなのか、本当に冷え

たせいなのかは今でもわかりません。それでも

腹具合をものともせず、飲みにはゆきましたが。

　合格した新同窓にはこれからの医師として

の人生に幸多からんことを。また、残念ながら

今回不合格であった同窓には捲土重来を期さ

れんことを願っております。

 （治）

支部長交代

〔島根県支部長〕
　前支部長　　佐藤充男先生
　　　　　　　　↓
　新支部長　　中島　徹先生

〔阿倍野区支部長〕
　前支部長　　頼経　元先生
　　　　　　　　↓
　新支部長　　福本敏子先生


